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地球上にて10Beは，主に大気上層にて銀河宇宙線の二次粒子と大気中の酸素・窒素原子との核破砕反応

により生成される。大気上層に達する銀河宇宙線の 強度が太陽活動の強い影響を受け変動することより
10Beの生成率も太陽活動と共に変動すると考えられている。従って，地球上の古環境記録庫（氷床や堆積

物）より過去の10Beの生成率変動を復元することさえできれば，太陽活動の変動史を明らかにすることが

できるはずである。また，記録庫に含まれる酸素同位体比などの古気候記録との比較により，太陽活動変

動と気候変動との関係について定量的な評価ができるかも知れない。こうした観点より，両極域の氷 床

コアを対象にして10Beの研究が進んでいる。ここでは，一連の研究の歴史的経緯から最新の成果について，

我々が現在取り組んでいるドームふじ氷床コアでの研究を含めて紹介する。

※本セミナーは 宇宙放射線研究室『知の共有ゼミ』 と合同で行います。


